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◎EnerSys 社シール鉛電池（二次電池）販売代理店。◎蓄電池関連商品の製造販
売（直流電源装置、DC－UPS、ウルトラブースター、サージアブゾーバケーブ
ル、カーオーディオ向け各種電源、サブバッテリーシステム）◎独立型太陽光発
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充放電コントローラに求められる事項
過放電から守る放電終止回路
過充電から守る充電終止回路
温度補正回路
残存容量検出回路
動作状態
能力
自己消費電力少ない
大容量、大電流に対応
小型で安価
壊れにくい、誤動作しない
研究開発の目的
• 二次電池で北海道、南極等低温下での電池の機能を発揮で
きず、外部から温める方法を提案しましたが熱容量等の問
題で実用化には至りませんでした。
• 今回電池自身に電流を流すことにより発熱する熱で低温環
境で充放電の可能性を試みました。
外部 加温 内部 発熱
充電モード
マイナス
電池温度
放電モード電流
パルス放電シーケンス 予想
バッテリ内部温度上昇？
パルス放電モード
常温での充放電モード
０℃
T 環境温度（マイナス環
境）
ＪＡＦ向けエンジンスターター
鉛ＢＡＴＴに加温用ヒーターを巻き付けた（ＡＣ１００Ｖ）
鉛ＢＡＴＴに加温用ヒーターを巻き付けた（ＡＣ１００Ｖ）
テストリチウム電池仕様
• ●供試電池について
• 電池種類：リン酸鉄リチウムイオン
• 容量 ：20Ah（推定）
• 形状 ：ラミネート形
• 使用数 ：2個 ※電池No1を放電→充電, 電池No2を充電のみとしている
• ●測定データの項目について
• [項目] [内容]
• 周囲温度 → 恒温槽内温度(供試電池付近で測定)
• T‐No1 → 電池No1のケース温度（電池側面中央にて測定）
• T‐No2 → 電池No2のケース温度（電池側面中央にて測定）
• V‐No1 → 電池No1の電圧 （電池端子にて測定）
• V‐No2 → 電池No2の電圧 （電池端子にて測定）
• I‐No1 → 電池No1の電流 （分流器50A‐100mV）
• I‐No2 → 電池No2の電流 ※I‐No1の分流器と同一のものを使用
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寒冷地充放実験結果
• 氷点下の寒冷地で今まで不可能であった電池の充放電の可
能性を見出せた。
• リチウム電池で実用化になれば
軽くて、大容量、で シンプルな形になります、使い勝手が向
上します。（今までは外部からの熱源で温める等複雑
な方法がとられていた） 消費電力が大きい、電池の内部
まで熱が伝わる時間が大きい。
・ 鉛電池等ほかの二次電池への応用も可能と期待します。
マイナス低温環境下での充放電
リチウム電池
AC/DC BMU
シーケンス
パルス放電
（プリヒート）
T 温度〜マイナス３０度〜
℗
実用化へ向けて
• 放電モードを組み込んだ充電方法にベスト
なパターンを見出すことにより
電池の種類、環境温度、自己発熱の検出方法
の関連を見出し 寒冷地でも十分使用可能な
実用装置の開発を目指します。
モデル完成予想
ＢＭＵ
プログラマブル電源 ＋ シーケンサー
ＣＶ，ＣＣプログラマブル電源
外部リモートコントロール可 試作中
御清聴ありがとうございました
